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（河北新報社営業本部内
TEL022-211-1318） 
企画協力：仙台・宮城観光キャン
ペーン推進協議会事務局

　

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
Ｃ
Ｓ
出
場
を
は
じ
め
、

仙
台
の
各
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活
躍
で

県
内
は
大
い
に
沸
い
て
い
ま
す
ね
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
早
１
ヵ
月
が
経
過
し
ま
す
が
、
県

内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
勢
の
お
客
さ
ま
で

賑
わ
い
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
よ
。
朝

晩
と
だ
い
ぶ
冷
え
込
ん
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
旬
の
食
材
を
使
っ
た
熱
々
の
鍋
物
や

温
泉
も
満
喫
し
た
い
で
す
ね
。
む
す
び
丸
も

大
忙
し
で
す
が
、
体
調
管
理
は
万
全
の
よ
う

で
す
。
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
写
真
に
撮
っ
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。（
遠
）

事
務
局
便
り

仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

復活！

2009.10月号

新聞

月
刊仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーン開

催
中

宮
城
県
内
の
観
光
を
全
国
に

発
信
す
る
「
仙
台
・
宮
城
【
伊

達
な
旅
】
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
に
は
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
２

階
コ
ン
コ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
10
〜
12
月
の
「
仙
台
・

宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
を
引
き
継

ぐ
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

今
年
も
年
内
い
っ
ぱ
い
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
宮
城
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
「
伊
達
な
旅
」
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
仙
台
・
宮

城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議

会
関
係
者
が
参
加
。
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の
村

井
会
長
が
「
Ｄ
Ｃ
の
成
果
を
一
過

性
で
終
わ
ら
せ
ず
県
民
一
丸
と

な
っ
て
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
副
会
長
の
田
浦
芳
孝
Ｊ

Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社
長
も
「
仙

台
・
宮
城
が
日
本
を
代
表
す
る

観
光
地
と
し
て
定
着
し
て
き
た

流
れ
を
加
速
さ
せ
た
い
」、
一
日

駅
長
の
奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長
は

「
お
も
て
な
し
の
心
で
観
光
客

を
迎
え
よ
う
」
と
開
幕
を
宣
言

し
ま
し
た
。

「
む
す
び
丸
」
や
気
仙
沼
市
の

「
海
の
子
ホ
ヤ
ぼ
ー
や
」、
色
麻

町
の
「
カ
ッ
ペ
イ
君
」
な
ど
の
各

地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
勢
ぞ
ろ
い

し
、
観
光
の
見
ど
こ
ろ
や
名
物

料
理
を
ア
ピ
ー
ル
。
仙
台
・
青

葉
ま
つ
り
協
賛
会
の
メ
ン
バ
ー
が

す
ず
め
踊
り
を
披
露
し
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
Ｄ
Ｃ
で
人

気
を
集
め
た
観
光
列
車
「
リ
ゾ
ー

ト
み
の
り
」（
仙
台
|
新
庄
）

や
こ
が
ね 

ふ
か
ひ
れ
号
（
仙
台

|
気
仙
沼
）
も
運
行
さ
れ
る
ほ

か
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
「
伊
達

な
バ
ス
旅
」、
抽
選
で
特
産
品
が

当
た
る
食
べ
ま
く
り
＆
体
験
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。

仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
開
幕
に
合
わ
せ
て
Ｊ

Ｒ
仙
台
駅
2
階
で
は
「
仙
台
・
宮

城
【
伊
達
な
旅
】
物
産
展
」
が
１

日
か
ら
７
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

物
産
展
で
は
県
内
10
市
町
の

ご
当
地
グ
ル
メ
や
特
産
品
を
販

売
。
七
ヶ
宿
の
源
流
米
「
や
ま
の

し
ず
く
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
気

仙
沼
産
の
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
や
丸

森
産
サ
サ
ニ
シ
キ
を
使
っ
た
米
粉

め
ん
、
県
産
み
や
こ
が
ね
も
ち

で
作
っ
た
ず
ん
だ
大
福
な
ど
が
並

び
、
品
定
め
を
す
る
観
光
客
ら
で

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

塩
竈
市
の
志
波
彦
神
社
と
鹽

竈
神
社
を
会
場
に
「
し
お
が
ま

さ
ま　

神
々
の
月
灯
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
道
に
短
く

切
っ
た
竹
筒
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
立

て
、
幽
玄
な
灯
り
道
を
演
出
。

幻
想
的
な
世
界
を
作
り
だ
し
て

い
ま
し
た
。
舞
殿
で
は
雅
楽
な

ど
の
音
楽
が
奏
で
ら
れ
る
「
月

と
灯
り
と
音
」
の
饗
宴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

仙
台
藩
の
重
臣
片
倉
小
十
郎

の
居
城
・
白
石
城
を
会
場
に
武

勇
を
た
た
え
る
「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

歴
史
フ
ァ
ン
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。「
片
倉
軍
Ｖ
Ｓ
真
田
軍
決

戦
・
大
坂
夏
の
陣
」
の
再
現
で
は
、

約
１
０
０
人
が
武
者
姿
で
出
演
。

迫
力
の
あ
る
迫
真
の
演
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

鳴
子
温
泉
街
を
舞
台
に
「
湯

の
街
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
Ｓ
Ｐ
Ａ
鳴
子
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
市
で

９
月
に
行
わ
れ
た
定
禅
寺
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
ア
ン
コ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

開
催
さ
れ
、
昨
年
に
続
き
２
回

目
。
湯
の
街
通
り
ス
テ
ー
ジ
や

ゆ
め
ぐ
り
回
廊
ス
テ
ー
ジ
な
ど

４
カ
所
で
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
に
、
訪
れ
た
方
々
が
酔
い

し
れ
て
い
ま
し
た
。

川
崎
町
の
青
根
自
然
の
森
公

園
で
10
月
４
日
午
前
十
時
か
ら
、

第
21
回
古
賀
政
男
顕
彰
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
青
根
温
泉
は
昭

和
を
代
表
す
る
作
曲
家
、
古
賀

政
男
氏
ゆ
か
り
の
地
。
名
曲
『
影

を
慕
い
て
』
は
古
賀
氏
が
大
学

在
学
中
、
青
根
温
泉
を
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
生
ま

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐

藤
昭
光
川
崎
町
長
は
「
こ
れ
か

ら
も
顕
彰
会
を
通
し
て
、
古
賀

先
生
の
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
川
崎
中
学
校
体

育
館
で
第
19
回
「
影
を
慕
い
て
」

歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
が

開
か
れ
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

20
人
が
自
慢
の
歌
声
で
『
影
を

慕
い
て
』
を
披
露
。
千
葉
県
匝

瑳
市
の
岡
田
陽
子
さ
ん
が
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
も
列
車
に
揺
ら
れ
、
宮

城
の
秋
を
楽
し
も
う
。
昨
年
の

Ｄ
Ｃ
で
人
気
を
集
め
た
イ
ベ
ン

ト
列
車
が
復
活
。
下
記
で
紹
介

し
て
い
る
以
外
に
も
マ
ン
ガ
ッ
タ

ン
ラ
イ
ナ
ー
（
あ
お
ば
通
|
石

巻
）、
仙
山
も
み
じ
狩
り
号
（
仙

台
|
山
形
）、
ぶ
ら
り
お
と
ぎ

街
道
号
（
仙
台
|
福
島
）
も
運

行
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
ホ
エ
ー
ル
号
運
行

む
す
び
丸
も
お
出
迎
え

10
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の

３
日
間
、
Ｓ
Ｌ
ホ
エ
ー
ル
号
（
石

巻
線
・
小
牛
田
|
女
川
）
が
運

行
さ
れ
ま
し
た
。
10
日
に
は
む

す
び
丸
が
小
牛
田
、
石
巻
、
女

川
の
各
駅
で
乗
客
を
お
出
迎
え
。

石
巻
駅
で
は
石
巻
の
観
光
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
し
ぴ
ょ
ん
ず
」

と
一
緒
に
乗
客
を
お
も
て
な
し
し

ま
し
た
。

「
伊
達
文
化
探
訪
ツ
ア
ー
」
や

「
栗
駒
山
麓
と
細
倉
鉱
山
て
く

て
く
ツ
ア
ー
」
な
ど
地
元
、
各

市
町
村
お
す
す
め
の
観
光
ル
ー

ト
を
旅
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「
伊
達
な
バ
ス
旅
」
が
好
評
運

行
中
で
す
。
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
発
着
で
全
16
コ
ー
ス
。
お

い
し
い
旅
が
満
載
で
す
。
各
コ
ー

ス
ち
ょ
っ
ぴ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

塩
釜
特
産
の
藻
塩
や
水
産
加

工
品
を
盛
り
込
ん
だ
駅
弁
「
塩

竈 

藻
塩
弁
当
・
塩
結
（
え
ん
む

す
び
）」
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
の
限
定
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
来
の
製
塩
法
で
作
っ
た
藻

塩
の
小
袋
が
入
っ
て
お
り
、
県
産

ひ
と
め
ぼ
れ
の
2
色
お
に
ぎ
り

や
笹
か
ま
ぼ
こ
、
野
菜
の
素
揚

げ
に
素
材
の
う
ま
み
を
引
き
出

し
て
く
れ
る
藻
塩
を
付
け
て
味

わ
え
ま
す
。
地
元
蔵
元
の
酒
か

す
を
使
っ
た
焼
き
サ
ケ
や
す
し
店

の
親
方
が
監
修
し
た
カ
ス
テ
ラ

か
ま
ぼ
こ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
献
立
で
す
。

宮
城
の
味
で
歓
迎

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
２
階
の「
物
産
展
」が
に
ぎ
わ
う

県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
報
告

 さがして 撮って！
むすび丸

伊
達
な

イ
ベ
ン
ト
列
車

仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーン

10・11月の主なイベント紹介
会○ 問○ 電○会場 問い合わせ先 電話番号

10/31（土）

～

11/29（日）

会○
松島町 松島紅葉ライトアップ
問○
電○

円通院庭園、瑞巌寺洞窟群など
とっておき松島実行委員会（松島観光協会）
022-354-2618

会○
松島町 瑞巌寺灯道『秋』
問○
電○

瑞巌寺参道
とっておき松島実行委員会（松島観光協会）
022-354-2618

10/31（土）
11/1（日）

会○
蔵王町 第24回 蔵王高原大根狩り
問○
電○

遠刈田温泉七日原特設会場
蔵王高原大根交流会
0224-34-3447（斎藤宅）

11/7（土）

～

15（日）
会○
塩竈市 おいしおがま　秋の食べ歩き
問○
電○

塩竈市内
塩釜市青年四団体連絡協議会（塩釜商工会議所）
022-367-5111

8（日）会○
南三陸町 志津川魚市場「志津川湾さけ祭り」
問○
電○

志津川魚市場
南三陸時間旅行サポートセンター
0226-47-2550

14（土）会○
仙台市 第8回仙台ゴスペル・フェスティバル
問○
電○

円形広場、市内中心部商店街等、全8会場
第8回仙台ゴスペル・フェスティバル実行委員会
022-265-6907

21（土）

～

23（月・祝）
会○
登米市 はっと屋台村
問○
電○

登米物産センター「遠山之里」前
登米はっとの会事務局
0220-42-2140

23（月・祝） 会○
山元町 アップルライン第22回「ふれあい市」
問○
電○

山元町役場庁舎南側広場
山元町産業振興課
0223-37-1119

「
伊
達
な
旅
」へ
い
ざ
出
発

イベントに現れたむすび丸を写真に撮って応募すると
抽選で50名様に「むすび丸グッズ」をプレゼント！
何が当たるかはお楽しみ！
●応募方法
1. 12 月 31日までのキャンペーン期間中、携帯電話やデジカメで、
イベントなどに現れた「むすび丸」の写真を撮ります。
2. むすび丸の画像をメールに添付して、
①ニックネーム（氏名や電話番号、住所などの個人情報の記入は不
要です。）

②撮影日、むすび丸を発見したイベント名を記載の上、
　件名に「さがして撮って！むすび丸応募」とします。
3. 仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会事務局宛
kankouc@pref.miyagi.jp にメールを送信してください。
◎当選者にはメールでお知らせします。
◎応募いただいたむすび丸の画像をHPで公開させていただ
く場合がありますのでご了承ください。

価格は850円。JR仙台駅、東京駅、東北新幹線
の一部車両で販売。

日
帰
り
ツ
ア
ー

「
伊
達
な
バ
ス
旅
」運
行
中

 

塩
釜
尽
く
し
の『
藻
塩
弁
当
』

期
間
限
定

仙
台
駅
で
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

リゾートみのり

こがねふかひれ号

専
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
Ｊ
Ｒ
主
要
駅
な
ど
で
配
布
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
事
務
局　

０
２
２（
２
１
１
）２
８
９
５

熱気あふれるステージ演奏でお客さまを魅了 「片倉軍ＶＳ真田軍決戦・大坂夏の陣」再現！

竹ロウソクが灯す光の参道

10
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）

し
お
が
ま
さ
ま

神
々
の
月
灯
り（
塩
竈
市
）

10
月
３
日（
土
）

鬼
小
十
郎
ま
つ
り（
白
石
市
）

10
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）

湯
の
街
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
Ｓ
Ｐ
Ａ
鳴
子

（
大
崎
市
）

実りの多い旅に
してほしい！

仙台から
港町気仙沼へ！

東北本線・陸羽東線「仙台・小牛田～新庄 1日1往復」

●定員：104名／3両　「みのり」全車指定席
●運転日／毎日（木曜日運休）
　土・日・祝日は仙台発、平日は小牛田発
　但し10／19～11／16の期間は仙台発となります。
　※12月以降の運転時刻等は最新の時刻表でお確かめください。
●発着駅／時刻

●停車駅／

仙台 9：25発 新庄 12：28着小牛田 10：06発
新庄 14：56発 仙台 17：37着小牛田 16：58着

仙台、松島、小牛田、古川、岩出山、有備館、川渡温泉、鳴子御殿
湯、鳴子温泉、中山平温泉、赤倉温泉、最上、瀬見温泉、新庄

東北本線・気仙沼線「仙台～気仙沼 1日1往復」

●使用車両（定員）：こがね3両（83名） 全車指定席
●運転日／10～11月の土・休日
　※12月以降の運転時刻等は最新の時刻表でお確かめください。
●発着駅／時刻

●停車駅／

仙　台 9：13発 気仙沼 11：26着
気仙沼 16：35発 仙　台 18：56着

仙台、松島、小牛田、涌谷、前谷地、志津川、大谷海岸、
南気仙沼、気仙沼

大勢の買い物客でにぎわう「仙台・宮城【伊達な旅】物産展」

古賀政男歌碑の前で行われた顕彰会

コンクールでは全国から集まった20人が熱唱した

青
根
温
泉
に
響
く
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー

SLホエール号 （１日駅長と小牛田駅長による出発合図） 


